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［『疾病普遍哲学』第 8 巻第 38 章］。「欲することが視覚からであるように、求めることは聴覚か
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立ち止まり、彼女を傷つけることはなかった」（サクソ・グラマティクス『デンマーク人の事績』
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　亜麻色の髪、金髪は常に重視された。その髪ゆえ、ウェリギリウスはディドをこう称讃してい
る。「プロセルピナはいまだに、彼女の金髪を切り取らなかった」〈『アエネイス』4. 698〉。そし











































































　　　　　　　　　リプシウスが『書簡集』第 3 巻 第 11 章で引用し、その優雅さに言及］
























































































































































































































書における協和と物語について』第 1 巻第 1 章］。ジェルソン［『処女懐胎についての説教』］や




















































































































パスペを描こうしたとき、彼女に恋をした［プリニウス〈『博物誌』〉第 33 巻第 10 章〈実際は
35. 36. 86-87〉］。スエトニウス〈『ローマ皇帝伝』3〉第 42 章〈2〉によれば、ティベリウスはセ
スティウス・ガッルスという「好色な老人と、裸体の少女が給仕するという条件で」夕食を取った。
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第 5 巻〈1. 38〉において他の者たちへのこの効果について書いている。トスカナ人たちは、ある
所定の晩餐では、裸体の女性たちに給仕させた。そのことについて、レオニチェーノは『さまざ
まな物語について』第 3 巻第 96 章において、このような他の淫らな国民について確証している。
ネロは卑猥な絵画を自らの寝室に掛けていたものだった。このことは、現代において、あまりに
も普通に実行されている。そして、ヘリオガバルスは、公然と行うことによって情事へと駆り











































































































































































銀髪を香り立たせて」［ホラティウス『オード集』第 2 巻第 11 歌〈14-16〉］。何と奇妙なものを
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